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断層の長さ・走向・傾斜

地震発生層の下限

反射法地震探査

海底自然地震観測

沿岸域地震活動の
高精度把握

レオロジー特性

構成岩石モデル

すべり角

断層の矩形モデル

（2）‐⑤ 津波波源モデル・震源断層モデルの構築

⑤－3構成岩石モデルの構築
（横浜国立大学） ⑤－2沿岸域の地震活動の把握

（防災科学技術研究所）

(3) 津波および強震動の予測
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中越沖～金沢沖の震源断層の矩形モデル
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北陸～山陰沖の震源断層の矩形モデル
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鳥取沖の反射法地震探査深度断面



鳥取沖の反射法地震探査断面



傾斜角は90度



9

















断層の位置、長さについては以下の
資料による。

日本海検討会（2014）

産総研の海底地質図
（山本ほか，2000; 山本ほか，

1993）

杉山ほか（2013）活断層古地震研究
報告



砺波平野東縁の震源断層の矩形モデル



平成28年度の予定

山口沖～北部九州・対馬沖海域の断層モデルの作成

北陸から山陰沿岸部の断層モデルの作成


